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社会的インパクト定量化支援
サステナビリティの実現に向けて、企業の非財務的価値への注目が高まるなか、多くの企
業が、財務実績（財務的価値）に企業の活動が経済・社会・環境に与えるインパクト（非
財務的価値）を加えて「企業が創出する真の価値」を評価しようと試みています。

KPMGは、会計分野における長年の経験をもとに開発した、従来の財務報告では説明しき
れなかった人権課題や気候変動などの外部性※1について定量化し、さらに金額に換算する
「TrueValueメソドロジー」を用いて、企業の社会的インパクト評価を支援します。

KPMG True Valueメソドロジーの活用方法

企業は以下の6つの目的にTrue Valueを活用することができます。

True Valueの考え方

※1 外部性：企業の経済活動によって、他の活動主体に及ぼす影響のこと
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社外での活用

 自社のパーパスを組織に浸透させるために、パーパスに対する各従業員の日常業
務における貢献度合を可視化し社内に展開

 新サービスについて、事故や遅延、健康と安全、騒音と振動、資源の使用とエネ
ルギー、輸送やメンテナンスからの排出物等の観点で評価し、顧客へのメリット
をマーケットにアピール

 新技術の導入により社会に対して創出される価値を可視化し、新たな競争優位や
事業機会の発見、将来の戦略的意思決定に活用
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 知識の伝達を確実にするための
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KPMG True Valueメソドロジーのアプローチ

社会・環境インパクトの定量化支援において、以下の3つのステップで、企業が創出
した「真」の価値を可視化します。

企業の活動が経済・社会・環境に与えるインパクトを3つの視点で可視化し、金額換算し
た結果に基づいてTrue Valueブリッジを作成します。True Valueブリッジの使用により、
企業の利益と社会的インパクトの両方を最大化するための対応策を検討することが可能
となり、戦略策定やリスク評価など企業の経営管理、ステークホルダーとのコミュニ
ケーションに活かすことができます。

KPMGによる支援の特長

KPMGでは、サステナビリティに関する経験豊富なプロフェッショナルが、KPMGのグ
ローバルネットワークを活用しながら、環境・社会インパクトの定量化に対する助言を
提供するとともに、このプロセスを通じて特定された課題や改善の機会を踏まえ、サス
テナビリティ戦略の策定や情報開示のさらなる高度化への助言を提供します。
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KPMGサステナブルバリューサービス・ジャパンは、
持続可能な社会の実現に貢献し、企業の中長期的な価
値向上の実現につながる施策や取組みを多方面かつ包
括的に支援するためにKPMGジャパン内に組成された
組織であり、あずさ監査法人、KPMGあずさサステナ
ビリティ、KPMGコンサルティング、KPMG FASのプ
ロフェッショナルで構成されています。

KPMGサステナブルバリュー
サービス・ジャパン
sustainable-value@jp.kpmg.com

本リーフレットで紹介するサービスは、公認会計士法、独立性規則及び利益相反等の
観点から、提供できる企業や提供できる業務の範囲等に一定の制限がかかる場合があ
ります。詳しくはあずさ監査法人までお問い合わせください。
ここに記載されている情報はあくまで一般的なものであり、特定の個人や組織が置かれている状況に対応するものではありません。
私たちは、的確な情報をタイムリーに提供するよう努めておりますが、情報を受け取られた時点及びそれ以降においての正確さは保
証の限りではありません。何らかの行動を取られる場合は、ここにある情報のみを根拠とせず、プロフェッショナルが特定の状況を
綿密に調査した上で提案する適切なアドバイスをもとにご判断ください。
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